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研究成果概要

干渉計を構成する反射鏡は地面振動の影響を避けるため多段振り子によって防振される

が、特に低周波 (<10Hz)の防振を担うのが Inverted Pendulum (IP)と Geometric

Anti-Spring Filter (GASF)である。 IP と GASF を組み合わせた防振装置を特に

Pre-isolatorと呼んでいる。これらは平成 26年度より順次 LCGTのサイトである神岡鉱

山内に設置される。これら低周波防振装置は国内外の研究機関と共同で開発されており、

今後もより密接な共同作業が必要である。本研究では GASFと Pre-isolatorの特性を評

価し、設計通りの性能を確認した。

測定された GASFの伝達関数。60dB以上の 測定された最上段の GASFの圧縮力と

減衰を確認。 周波数の関係。0.2Hz以下を実現。
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